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コメント 

 本研究は、応募者らが開発してきた、世界をリードし独創性
を有するオムニポテントファイバレーザ（万能ファイバレーザ）
と、光通信分野で実⽤化されている汎⽤性の⾼いデジタルコヒ
ーレント受信技術とを組み合わせ、新たな計測原理を確⽴しよ
うとするものである。従来の計測を含む、様々な計測⽤途に適
⽤できる⾼感度・⾼分解能な光計測技術を開拓しようとする点
において、学術的な⾼い独⾃性が認められる。 

応募者らによる研究体制や研究遂⾏のための準備も整ってい
ることから成果が期待でき、得られる成果の応⽤範囲も広く、
波及成果も期待できる。 
 

  


